















































に、その中間主昔体と与えられる π 結合した 1 ーブテンーアセチルアセトナトーパラジウム針何本の :\M























新たな矢11 見を f ~ J: た口パラジウム触媒によるエチレン、スチレンの共 11t化反応の研究で、は、そのば応、
に初めて成功し t:.. o さらにスチレンと各種ピニル化合物の共二民化を行ない、非プロトン性溶媒でも
このぱ応は存幼に起り、かっ選択的に直鎖状の構造の共二益体の生成することを HJ1 らかにした。また
溶媒効県tiの研究より、その反応機構を提出した D 以上、本研究は、均・系でのパラジウム触媒の挙
!fil) について、触合某化，、jその分里子(こ f長めて多くの知見を加えた。
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